
1. 総人口に占める15～64歳の割合が最も高い
年は，総人口が最も多い年と同じであり，

その年の社会保障給付費のうちの高齢者関

係給付費は30兆円以下である。

×

2. 1980年と2010年を比べると，総人口に占め
る65歳以上の割合は２倍以上に増加してお
り，社会保障給付費のうちの高齢者関係給

付費は８倍以上に増加している。×

3. 1995年から2000年の間で，総人口に占める
65歳以上の割合がO～14歳の割合をはじめて
上回っており, 1980年と2000年を比べると
社会保障給付費は２倍以上に増加している。
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4. 65歳以上の人口がはじめて2,000万人以上と
なったのは2000年であり，社会保障給付費が
最も多い年は，高齢者関係給付費が社会保障

給付費の50％以下である。

2000年 126,926×0.174≒22085(千人)

127,000×0.17≒21590(千人)
四捨五入して計算

万

万

高齢者関係給付費 70兆
社会保障給付費 104兆

104兆の50%は52兆

×
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72兆は104兆の50％以上


